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が SNS(Social Networking Service)である．多くのユーザに利用される大規模な SNSに加え，

















  大学内研究室で SNSを使用することは，研究室メンバ間のグループアクティビティを増す
だけでなく，研究室の OBとの繋がりができることや，卒業生同士で新たにネットワークを築
きあげていくことが可能な点でも，非常に有用であるといえる． 
 
